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　トゥヴァ語は，チュルク系言語に属するが，モンゴル語と地域的に隣接し，長期間に渡
る言語接触の結果，モンゴル語からかなり多くの借用語を取り入れている。
　本稿は，一つは，トゥヴァ語におけるモンゴル語借用語に関し，とりわけ音声・形態・
意味・語彙等の点から，その主な特徴を明らかにすること，もう一つは，トゥヴァ語の形
状語（形状動詞・形状名詞）に関し，モンゴル語との言語接触の点から，その形態的特徴
にまつわる内部構造を明らかにすることの二つを主な目的とするものである。
　考察の結果，前者の問題に関しては，まず音声的には，１．語頭有声音 з~ж，г の無
声化，２．語頭破擦音 ц~ч の摩擦音化，３．語中無音声 т，х，с~ц，ш~ч の有声化，４．
唇音調和の不成立，５．“ｉの折れ”の不成立，６．語末短母音の保持，７．б~м の子音
交替，８．音位転換，９．音脱落等の現象が見られること，また形態的には，１．“ 隠れ
た -н” の保持，２．派生接尾辞の相違，３．派生接尾辞の生産性の差異，４．モンゴル語
起源語幹＋トゥヴァ語異源接尾辞語形等が見られること，さらに意味的には，１．意味の
狭義化，２．意味の広義化，３．意味の不一致，４．意味の逆転，５．方言差による意味
のずれ等の現象が見られること，最後に語彙的には，１．全品詞による語彙借用，２．西
モンゴル・オイラト方言特殊語彙，３．オイラト異同・モンゴル語共通語彙等が見られる
ことを，それぞれ明らかにした。
　さらに，後者の問題に関しては，トゥヴァ語の形状語を，形状動詞と形状名詞に分け，
分析の結果，形状動詞は，a）モンゴル語借用形状動詞 -Vй 形と b）トゥヴァ語固有形状
動詞 -Vй 形／ -Vр 形から成ること，また形状名詞は，a）モンゴル語起源接尾辞形式 １．
-гар，２．-гай，３．-р，４．-н，- ，-к 等の４種，及び b）トゥヴァ語固有接尾辞形式
-ш 形から成ることをそれぞれ明らかにし，一般にモンゴル語の形状語がトゥヴァ語の形
状語成立・発展に形態的に深くかかわっていることを言語接触の点から説明した。
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